


成育過程の健康を守り、その向上に貢献する
Kids Publicは、成育過程にある人たちに貢献します。

成育過程とは、妊娠期、胎児期、新生児期、乳幼児期、学童期及び思春期の各段階を経て、大人になるまでの一連の成長の過程をいいます。

また私たちは、健康を、身体的だけでなく、社会的、精神的なウェルビーイングが保たれた状況と捉えています。

Kids Publicの使命は、この成育過程を一連で捉え、その過程にある人たちおよび関わる人たちの心身の健康を守り、向上することです。

Kids Publicのミッション



小児科オンライン
Kids Publicが提供するサービス

● 小児科医に24時間365日相談可能

● LINEや電話・テキストなど好きな
相談方法を選択できる

● 利用満足度99%超



（参考）導入自治体一覧

全国38都道府県・194自治体で導入中

※2025年6月現在　※6箇所の非公開自治体あり

都道府県 市町村

北海道 北海道 えりも町,月形町,沼田町,秩父別町,妹背牛町,北竜町,夕張市,
鷹栖町,栗山町

東北

青森県 むつ市
秋田県 藤里町

岩手県 遠野市,八幡平市,岩手町,岩泉町,釜石市,大槌町,
未来かなえ機構（大船渡市・陸前高田市・住田町）

山形県 東根市
宮城県 丸森町,角田市

福島県 石川町,昭和村,猪苗代町,本宮市,棚倉町（実証実験）,矢祭町
（実証実験）,塙町（実証実験）,鮫川村（実証実験）

関東

群馬県 昭和村
千葉県 市原市,白子町,銚子市,富里市（実証実験）
茨城県 龍ケ崎市
埼玉県 横瀬町,上尾市,深谷市
東京都 府中市,日野市,八王子市,練馬区

神奈川県 県全体（プレコンセプションケア相談事業・33自治体）
南足柄市,大井町,箱根町,横浜市

中部

新潟県 村上市,糸魚川市,加茂市
富山県 県全体（15自治体）
石川県 能登町
福井県 南越前町,あわら市,高浜町
山梨県 富士河口湖町
長野県 白馬村,木祖村,上松町,岡谷市
静岡県 裾野市,川根本町,下田市
愛知県 春日井市,南知多町

都道府県 市町村

近畿

三重県 多気町,東員町

兵庫県 相生市,朝来市

大阪府 藤井寺市,大阪狭山市

奈良県 三宅町,川上村,川西町,御所市,大和高田市

和歌山県 海南市

中国・四国

鳥取県 大山町

島根県 美郷町

広島県 府中市,安芸太田町

山口県 県全体（19自治体）

香川県 琴平町

徳島県 県全体（24自治体）

愛媛県 伊方町,八幡浜市,久万高原町,上島町

高知県 四万十町,土佐町

九州・沖縄

長崎県 南島原市,小値賀町

熊本県 菊陽町,高森町,山都町

鹿児島県 錦江町,宇検村,十島村

沖縄県  伊江村,宮古島市,うるま市,伊平屋村,与那国町 
（実証実験）



経営メンバー紹介

橋本直也（小児科医）
Kids Public 代表取締役 /小児科オンライン代表
小児科専門医, 公衆衛生修士
こども家庭審議会成育医療等分科会委員

2009年　日本大学医学部卒
2011年　聖路加国際病院にて初期研修修了
2014年　国立成育医療研究センターにて小児科研修修了
2016年　東京大学大学院　公共健康医学専攻修士課程卒業
2015年-  都内クリニック勤務、株式会社Kids Public設立

小児科を選んだのは、シンプルに「子どもが好きだから」です。
研修医時代、ガンで入院していた女の子が元気になって退院する時に、「これ
を乗り切れたから、私はこの先、人生どんなことがあっても乗り越えられる気
がする」って言ったんです。すごく感動しました。

小児科での患者さんとの関わりは、何十年先のその子の未来に繋がっていく。
小児医療が担っているのは子どもたちの未来であることに他の科にない強い魅
力を感じて、改めて小児科医という仕事は素晴らしいなと思いました。

ある日、「子どもが泣き止まない」と救急車で来院した母子を診察しました。
女の子の右足は骨折しており、母親は自ら「私が手を上げてしまいました」と
打ち明けてくれました。
見るからに余裕なく、疲れ切った様子の母親。話を伺うと母子家庭で子どもは
発達に問題があるとのこと。多忙で外来にもなかなか通えず、そんな中で収ま
らない子どものいたずらに、ついかっとなってしまったとのことでした。

病院で待っているだけでは、健康は守れない。
この母子の診察後、「これは、お母さんが悪いのだろうか？ 社会がどうにかで
きなかったのか？」と思いました。
もちろん骨折を治すのことも大事です。しかし、母親が我が子を虐待するほど
追い詰められないように守っていくのも、社会の大事な役割に違いありませ
ん。

「ICT技術を用いて、医療者とお母さんを繋ぐことができれば、病院に来る前の
不安・孤立に寄り添えるのではないか」
その思いで、『小児科オンライン』の創業を決意しました。



小児科オンラインについて



不安発生

いつでも医療者に
相談できる

安心感

医療記事配信や
LIVE配信で

勉強

ふとした悩みは
botや情報サイトで

自己解決

困ったらいつでも
オンラインで

医療者に相談

通常時

いつでも医療者が寄り添う安心感
スマートフォンから小児科医に繋がることで心身の健康をサポート

小児科オンライン が提供する安心と健康への貢献
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好きな場所から気軽に相談可能
小さな悩み、聞きづらい悩みもオンラインなら気負わずに相談できます

小児科オンライン 提供サービス

夜間相談

● 平日18時～22時（1枠10分の予
約制, 最短15分で相談可能）

● メッセージチャットや動画通話に
対応

● 毎日24時間、質問を受付

● 原則24時間以内に医師より回答
送付

● 受診に関わらない相談が多い

いつでも相談
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ヘルスリテラシーの向上にも貢献

● 小児科医が執筆した記事を
メールやLINEで配信

医療記事配信

不安が発生する前から、医師の書いた記事や相談事例検索で安心を提供

小児科オンライン 提供サービス

みんなの相談検索

● 2万件以上の相談-回答セットを
検索可能



● 対応する相談員は、必ず現役の小児科医に限っています。採用の条
件として日本の国家資格を有していること、専門領域での臨床経験
を3年以上有していることを定めています。

● 多様な専門領域の医師が所属しているので、悩みに合わせて相談員
を選択できます。

● 2020年には、経済産業省の委託を受け、コロナ禍の健康不安に対
応するため全国民へ無償提供を一時的に実施した実績も有しており
ます。その際は現在の6倍の規模の相談に対応していました。

小児科オンライン 相談窓口の強み

多くの現役医療者が所属



導入効果〜エビデンス

産後うつ病になる人の割合が減少
【横浜市・東京大学との実証事業】

産婦人科オンライン・小児科オンラインを妊娠期から提供することで
産後うつ病の高リスクとなる人の割合がおよそ2/3に減少（ランダム化比較試験）

※横浜市「令和2・3年度オンライン健康医療相談モデル事業における成果連動型業務委託」
※令和2年9月1日～令和4年2月28日まで横浜市に在住の妊産婦へオンライン医療相談（遠隔健康医療相談）や医療・健康情報を提供
※国立大学法人東京大学の研究チームからの学術的評価



医療機関 夜間受診適正化への貢献

夜間の受診を検討しているユーザの99％に受診不要とアドバイス

保護者の夜間受診の負担を軽減

99%に夜間受診不要 
とアドバイス

今病院に行こう
か迷っている
3,067 件

救急受診指示
なし

2,748 件

救急受診指示
あり

31 件

欠損値
288 件

アンケート
回答なし

1,226 件

夜間受診
なし

1,506 件

夜間受診
あり

16 件

99%がアドバイス通り
受診なし

根拠資料：
経済産業省　令和2年度補正遠隔健康相談事業体制強化事業（小児・産婦人科専門窓口）最終報告（公開用）　
https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2020FY/000663.pdf
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■研究の概要
対象：2017年11月1日～2018年5月31日の間に、横浜市栄区に出生連絡票を提出した母子
方法：オンライン医療相談などを提供する介入群と、提供しない対照群にランダムに振り分け、介入群には、出生連絡票提出後から生後4か月までオ
ンライン健康医療相談の無料提供とメールマガジンを配信
対象者数：介入群140名、対照群138名（解析対象は介入群138名、対照群127名）
評価方法：横浜市栄区役所で実施された４か月健診の際に、同一の1名の小児科医がどちらの群に属しているかはわからない状態で子どもの皮膚の状
態を診察。United Kingdom Working Party （UKWP） criteria に基づいてアトピー性皮膚炎の有無を判断。

国立成育医療研究センター、横浜市栄区と産学官連携で研究

アトピー有症率の低減に効果
小児科オンラインの提供によって、アトピー有症率が相対的に13％減少
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長門市・美祢市における厚労省科研費研究

医療へのアクセス格差を解消
医療過疎地に住んでいる方に産婦人科・小児科オンラインを無料提供することは、

小児科医をより身近にし、妊娠〜子育てに関する不安解消につながる

■研究の概要
山口県立総合医療センターへき地医療支援部による厚生労働省科学研究費研究「へき地における小児科、産婦人科領域の遠隔健康医療相談実証」

対象：2020年6〜12月に実施された長門市および美祢市の妊娠後期面談、赤ちゃん訪問、1歳6か月児健康診査、3歳児健康診査を受けた母親
方法：オンライン健康医療相談を提供する介入群と、提供しない対照群に振り分け、参加後4か月半後*に実施した事後アンケートの結果を解析**
対象者数：対照群174名、介入群81名（解析対象）
*4か月半は全体の平均値。4-7か月の幅あり
**結果変数を事後アンケート回答における「そう思う」とそれ以外の二値変数とし、両群での背景因子の影響を考慮するため、事前アンケートの結果などを調整した

多重ロジスティック回帰分析を実施
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※東京都DX推進実証実験プロジェクト
※産婦人科・小児科オンラインを産後サポートのDX（デジタルトランスフォーメーション）施策として2021年4月から9月まで東京都世田谷区、板橋区の産後

住民へ提供

東京都DX推進実証実験の実績

産後の相談を3.1倍に
オンラインでの相談窓口を提供することで、より多くの住民の悩みにリーチが可能



会社概要

会社名 株式会社Kids Public

所在地 〒101-0053
東京都千代田区神田美土代町11番地8　SK美土代町ビル5階

設立 2015年 12月

代表者名 橋本 直也（小児科医）

事業内容 インターネットを介した成育医療

従業員数 27名（2024年8月現在）

受賞歴

2016.8　 Open Network Lab 12th Batch Demodayオーディエンス賞

2016.11  TechCrunch Tokyo 2016「スタートアップバトル」優勝（114社中）

2017.3　 東京都から有限責任監査法人トーマツが委託を受けて運営する
　　　　 「ASAC Batch3 Demo Day」優勝

2017.9　 第11回キッズデザイン賞にて経済産業大臣賞を受賞

2017.11  第6回健康寿命をのばそう！アワードにて厚生労働大臣賞を受賞

問い合わせ先 pr@kids-public.co.jp



confidential


